
Mn添加MgAl2O4単結晶のドシメータ特性 
Dosimetric properties of Mn-doped MgAl2O4 single crystal. 
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蛍光体型ドシメータ材料とは吸収した放射線のエネルギーの一部を蓄え、その後熱もしくは

光刺激により発光する物質であり、その一部は個人被ばく線量計やイメージングプレートに用

いられている。MgAl2O4は格子内にカチオンアンチサイトによる多数の欠陥を持ち、これが捕

獲準位として働くことでドシメータ特性を示す物質である [1]。また無添加MgAl2O4において、

原料粉末に極微量混入している不純物である Mnや Cr などの遷移金属が発光中心として働き、

X線照射下での発光を示すという報告がある [2]。しかし、これまでに意図的にMnを添加した

MgAl2O4のドシメータ特性は報告されていない。今回我々はMn添加MgAl2O4単結晶を作製し、

ドシメータ特性を評価した。 

Fig.1に X線を 1 Gy照射後の 0.1 % Mn添加MgAl2O4の光刺激蛍光スペクトルを示す。このと

きの刺激波長は 800 nmである。520 nm付近にMn2+に起因すると思われる発光を確認した [2]。

Fig.2に 0.1 % Mn添加MgAl2O4の蛍光寿命測定の結果を示す。励起波長及び観測波長はそれぞ

れ 450 nm及び 520 nmである。減衰曲線は 1成分で近似され、減衰時定数からMn2+の d–d遷移

による発光と考えられ [3]、Fig. 1 で確認した発光が Mn2+起因である事が裏付けられた。本講

演ではこれらに加えて線量応答特性、シンチレーション特性についても報告する。 

  

Fig. 1 Optically-stimulated luminescence 
spectrum of Mn-doped MgAl2O4 sample under 
800 nm stimulation after X-ray irradiation (1 Gy). 

Fig. 2 Photoluminescence decay time profile of 
Mn-doped MgAl2O4 monitoring at 520 nm 
under 450 nm excitation.  
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